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模な個展を行った Thomas Demand（1964～）の Friezeにおける Jenni Sorkin氏による展覧会
評では、“The most political piece in the show, Podium references a moment of enormous political and
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写真 2  ロンドン、ロイヤル・アカデミー・オブ・アーツのキーファー展
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図 2  皮肉ユーモア政治的社会的作家の世代別割合
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表 1  ドイツ絵画における皮肉ユーモア政治的社会的作家一覧
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る（18）。そのデュッセルドルフスクールオブペインティングについて Dr. Bettina Baumgärtel
氏の発言である。
1819年から 1918年の間、最初の作家たちは全く政治と関係ないですが、後の方の
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